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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 1/25(木) 17:30より院内研修（医療廃棄物について・感染の動向）開催予定。事前にWizの出欠簿へ入力すること。

· 八木橋　牧雄様～本日よりナイトケア体験利用予定となっている。

＜外来情報＞

・森田　清助様　～「毎日うみねこ幸房利用しているとストレスが溜まる。たまにアルバイトをしてストレスを発散しています」と話されている。

・我満　奈津紀様～忘薬（朝・昼・漢方薬）があり、残包持参されている。「子供がもう1人欲しい。5月に避妊具を外そうかと思う」と話されている。担当医より、関係機関とよく相談して決めなければならないことであるとの話あり。
⇒以前も担当医より、本人・彼氏に避妊の必要性について説明を行っている。今後、本人と関係機関でケア会議の開催を検討する必要あり。

・高橋　百壽様　～空腹時血糖200台、HbA1C8.1％と高値であるが、本人なりには血糖コントロールができていると話し、表情も良い。散歩を1時間しているとのことで、担当医からは調子の良い時にデイケア利用するよう勧めている。

・晴山　美智子様～職親は継続できているとのこと。「正月に食べ過ぎて太った」と話されている。

＜利用者様情報＞

・平　康子様　　～本日来所されている。現在娘様が仕事を休んで元夫氏の付添いをしていること、実母が老人ホームを移る（八戸→五戸）予定であることなど、「経済的負担が心配だ」と話されている。
⇒経済的負担については直接本人に影響が及ぶことはないが、これが気がかりとなって不調を訴える可能性もあるため、通所利用時には本人の話を聞くなどして、様子観察する。

・大釜　久直様　～小遣い用の小銭をデイケアスタッフに預かってもらいたいと渡すことあり。本人に返そうとするが「このまま持っていて」と受け取らない。
⇒通所利用中の金銭管理には責任が取れないことを本人に伝え、返却する。本人が断る場合には、ご家族に情報提供してご家族に返却する。

・杉澤　恵子様　～本日左踵創部の治療で病院受診の為欠席している。本日の昼分まで薬を持参しているが、夜以降の薬包をまだ取りに来られていない為、ご家族を通じて本人に連絡を取っている。

・村井　節子様　～腰の状態について「土曜日に西村整形外科を受診した。先生から、体操をして身体を動かすようにと言われた」と報告されている。本日はまだ腰の痛みがある為欠席するが、「少し落ち着いたら行けそう」と話されている。
⇒今週の出席状況をみて、自宅への訪問も検討する。

・佐藤　朗子様　～青明舎より情報提供。現在社会適応訓練を行っている寿楽荘にてノロウィルスが発生した為、訓練が無期限の中止となっている（発生時期は1/4で、本人は1/8に訓練を行っている）。訓練再開は事業所側から安全宣言が出てからとのこと。

・長瀬　紘一郎様～青明舎より情報提供。昨日（1/14）青明舎スタッフが本人宅訪問し、生活状況の確認を行っている。「掃除は週１回行っている」とのことであったが、室内はゴミや洗濯物等が散乱している状態であり、本人と共に掃除・整頓を行っている。
また、今月からはこれまで母親の所にあった通帳を自分で管理すると話されていたとのこと。

・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供。昨日（1/14）は動作緩慢で介助要していたとのこと。本日はデイナイトケア出席されている。プログラム時はややぼんやりすることもあるが、トイレ移動は自力でできている。昼食は自力で摂取、副食を少し残している。配膳時は手が震えトレイを落としそうになり、席に着くまで見守り要している。
⇒プログラム参加状況、食事摂取状況の確認、移動時の付添いを引き続き行う。

・其田　淑子様　～踵部の角質が硬くなり、白色化している。足浴して古い角質を洗い落とし、軟膏塗布するよう促している。

・上川原　豊様　～青明舎より情報提供。うみねこ幸房の利用を希望しているため、利用に向けて検討中。今週末、幸房利用も含めた今後についてのケア計画・ケア会議を開催予定。（参加範囲：青明舎、幸房、外来、ナイトケア）

＜デイケア事例検討＞

坂本　房子様（32）統合失調症

【これまでの経過】

南部町にて同胞3名の末子として出生。愛知県内の短大在学中（20歳時）に発症、以降愛知・岩手県内の病院に計5回の入院歴がある。当院へはH12年3月に外来初診され、同年4月より9月まで入院している。退院後は通所（デイケア）利用開始している。

【現在の治療計画】

· 外来時の面談、自宅への電話連絡等で本人様の状況確認を行う。

· 欠席の際は、自ら連絡できるようになる。

· 継続してデイケアに参加し、生活リズムを整える。

【現在の状況】

· 外来受診時のデイケア利用となっているが、欠席が続いている。

· 外来受診時に状態確認を兼ねて来所していただくよう促すが、「まだ調子が悪いので」と断られている。デイケア登録の意思はある。

· 日中は自宅におり、家事はこなせているとのこと。

· 外来受診は2週間に1度となっている。カルテ情報によれば、昨年のお盆過ぎから不眠傾向であり、10月過ぎからは幻聴・独語の訴えが続いている。当初は「現状では何とか生活できると思う」とのことだったが、12/26の外来受診時は「老若男女が話し掛けてくるが、それに答えられず頭がガンガン痛くなってくる」と話されている。

【今後について】

· 登録のみで欠席が続く状態では、今後の利用は難しいと考えられる。一旦利用中止とし、本人の調子が良くなったら利用を再開するという形にしてもよいのでは。

· 本人との面談を外来で行っているが、デイケアに来て話せるよう声を掛けていくことも必要では。
⇒次回外来受診時に本人と面談し、デイケア利用継続の意思を再度確認する。

＜業務確認＞

利用規約

· 現在利用中の方で、まだ利用申し込み書・契約書が返送されていない分（特に施設入所者様分）をチェックする。

· 外来、ソーシャルワーカーへ書類を数部渡している。青山荘、青風荘へも数部ずつ渡した方が良い。

· 書類は10部ほど作ってあるので、残部がなくなり次第原本をコピーして書類をストックしておく。

